
 

  

   
                             

                 

                          
 

                                  

                   

                                    

     

   日頃、地域医療連携にご支援・ご協力をいただきありがとう 

 ございます。 

  2012年の診療報酬・介護報酬同時改定では、「地域包括ケア」の 

 構築のため、在宅医療が手厚く評価されるようになりました。県南 

 地域でも在宅医療を支援している地域医療機関が増加しています。 

  今回は、在宅支援に関するアンケート結果の一部をご報告いたし 

 ます。 

                                          地域医療連携室 大沢 知佳 

第59号 発行日 平成25年1月 

   

 

 

 

 

 
  

在宅支援に関するアンケート調査 

1. 調査目的  地域医療機関の在宅支援の現状を把握する      

2. 調査期間  平成24年10月9日～23日        

3. 調査対象   横手・湯沢・大仙地区の地域医療機関  配布数 123      

4. 調査結果  回答数 72   （横手地区 34 湯沢・大仙地区 38）    回答率59％    
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③ 退院支援で不足している内容

  

  ＜在宅医療に関する意見＞ 一部抜粋 
 

・ 緊急時のバックアップをお願いしたい。 

・ 今後、訪問看護が必要な方が増加すると思う。 

・  診療所で行いうる医療行為は限られており、オンデマンドに 

  また早めに対応を行う意味でも、訪問看護との連携が不可欠。 

・ 身障者手帳の申請書等の書類は退院時に書いてほしい。 

・ 食事摂取状況・栄養状態をもっと詳しく知りたい。 

・ 在宅支援に関して勉強会を開いていただき、up to dateを維持 

  したい。 

・ 貴院の場合は、範囲・規模が大きくなるので、在宅診療につい 

 て、明解かつ公開されたシステムを構築してほしい。   

  

      今後、高齢者やがん患者さんの在宅支援が多くなることが予想されます。訪問看護師・ケア 

 マネージャー・地域包括支援センターとの連携を強化し、多職種での退院時カンファレンスの 

 開催や、地域にあった在宅支援システムの構築を検討していきたいと思います。 
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① 訪問診療の実施状況
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② 訪問診療の時間帯
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⑤ 疾患に対する治療内容

0 10 20 30 40

経管栄養

胃瘻ボタンの交換

点滴

中心静脈栄養

Frカテーテル交換

人工肛門

人工膀胱

酸素療法

気管切開

人工呼吸器

処置

用具・体位の指導

在宅ターミナルケア

麻薬による疼痛管理

ホルモン注射等

麻薬の持続注射

その他

34

27

23

17

39

13

7

22

15

5

38

29

26

22

11

4

2

④ 在宅医療処置

0 20 40 60

採血

心電図

レントゲン

超音波…

内視鏡…

CT

56

49

48

40

33

9

⑥ 実施している検査
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